




え ど だ な あきんど
近世の 「江戸店持 ち京商人」(京都を本拠にして,江戸に支店を置く商人)の典型 の1つ であった三
おおもとかた
井家 は,1710年(宝永七)に家政 と事業 とを統轄す るため に,「大元方」(元方とは元締,統轄する
人 ・場所といった意味)と云 う名称の中央機関 を創設 した。三井家大元方 は,法 的な企業形態 の面
どうみょう
か らは,三 井 同 苗9家(後 に11家に増加。同苗とは同姓の者,同 族の意)の 当 主 を持 分 所 有 者 とす る
合 名会社 の持株 会社 の様 な もので,管 理組 織形 態 の面 か らは,事 業 部制 組織 の本 社 機構 の 様 な も
ので あ っ た(詳 しくは,西 川,1993,109-110頁参照)。「大元 方 」 は,盆(七 月+四 日)と 暮(極 月=+
二月晦日)と の年2回 決算 を行 い,『大 元 方勘 定 目録 』 と呼 ばれ る決 算 報告 書 を毎 期 作 成 して い た
(初期の 『大元方勘定 目録』が試行錯誤的に内容 を変化させてい く過程については西川(2002b)を参照 された
い)。
扱,本 誌 『商 経 論 叢』 の 第38巻 第1号 掲 載 の拙 稿 ・西 川(2002a)で「大 元 方 」 が 成 立 した
1710年上期 か ら1718年(享保3)下 期 迄 の10年 間 に亘 る 「大元 方 」 の経 営 分 析 即 ち財 務 数値 に
よる経 営 の分析 を行 っ た。本 稿 で は其 に引続 き,1719年(享保4)上 期 か ら1740年(元文5)下 期
迄 の 「大元 方 」 の経 営分析 を行 う(1741年～1750年=寛保一寛延期については飯野(2002)を参照 された
い)。
たかとし
処で,三 井家 では,1694年(元禄7)に 「元祖」三井高利が没 した後,漸 次 的に組織 改革 を進
ほんだないちまき
め てい っ た。1705年(宝永2)の 「本 店一・巻」(「本店」は三井では京都 ・江戸 ・大坂の三都の呉服店をい
う。一巻 とは一纏めに した もの,グ ループ,集 団の意)の 形 成,1710年の 「大 元 方 」 の創 設,1719年
りょうがえだな
(享保4)の 「両替 店 一 巻」 の形 成 と云 った 大 規模 な組 織 改革 の 他 に も,屡 々組 織 変 更 を行 っ た
(中田(1959)254-270頁,三井文庫(1980)93-138頁)。1729年(享保14)にほ ぼ組 織 形 態 が 固 ま り,
ド
以後 は,1773年(安永4)に三井 同苗11家が3集 団 に分裂 して企業分割 が行 われ る迄 は,1735
あいのまちだな
年(享 保20)に 「間之 町店 」が 「大 元 方」 か ら直 属 か ら 「両 替 店 一 巻」 に帰 属 が 変 わ っ た 外 に
は,事 業組織 形 態 に変 化 は なか った(三 井文庫(1980)319-330頁)。従 って,本 稿 で は1719年上期
か ら1728年下 期迄 と1729年上 期 か ら1740年下期 迄 とに分 け て叙 述 を進 め る。猶,本 稿 を1740
年 下期 で 止 て い るの は,西 暦 ・和 暦 と も切 が よい た めで,他 意 は な い(1741年は寛保元年)。本稿
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に記 す 三井 家 大元 方 の財務 数 値 は,特 に 断 りの ない 限 り,『大 元 方勘 定 目金剥(三 井文庫所蔵資料。
猶,三 井文庫(1973)には宝永七年=1710上期,享 保 九年=1724下期,元 文四年=1739下期,安 永 元年=
1772下期,及 び文化十一年=1814下期の 『大元方勘定 目録』の夫夫全文が翻刻掲載されている)に 拠 る。
11719年上期～1728年下期の資産 ・資本の推移
1719年(享保4)-h期末 より1728年(享保13)下期末迄の 『大元方勘定 目録』の貸借対 照表部
分 を適当に要約 して,「大元方」の資産 ・資本の推移 を示 した もの を,《表1》 として掲げる。本
稿 の表 ・図での貨幣額は総 て銀の額に統 一 して集計 してあ る。原資料 の 『大元方勘 定 目録』で
は,資 産 ・負債 ・資本 ・収益 ・費用の夫夫の合計額や純損益は銀額のみで表示 されているが,内
訳表示には金の合計額 と銀 の合計額 との両者が使われている場合 も多 い。作図 ・作 表に当っては
原資料記載の換算値 で金額 を銀額 に換 ている。
あ りぎん のへぎん
此表の① 「有銀」 は,「大 元方」の変動資本金で,期 首 の 「有銀」 に当期の純利益(「延銀」と
つかいすき
か 庭 」 と呼 んだ)又 は純 損 失(「遣過」とか 「不足」な どと呼 んだ)を 加 減 した もの が 期 末 の 「有
銀 」 とな る。 「有銀 」 には積 立 金 が含 まれ な い(江 戸時代には一般に積立金 と引当金とを区別 しない。
江戸時代の簿記会計一般 に就ては西川(1995)を参照 された し)。自己資 本 は企 業 分 割以 前 の 「大 元 方」
い えや しき もとだて
では家屋敷 を,原 則 として,貸 借対照表に資産 として計上せず に,「元建差引」 と云 う名の資本
修正計算部分 に家屋敷 を追補計上 していた(高 寺(1978),西川(2002b)を参照されたし)。「元建差
ありいx あ4)だか
引」記載の家屋敷の評価 額(「有家」とか 「家有高」と呼んだ)を銀額 に統一 して合計 した ものが,
ありもの
②の不動産評価額である。此不動産評価額 を期末 「有銀」 に加算 した ものが,③ 「惣有物高」 と
して 「元建差引」 に表示 されている。 「惣有物高」 か ら不良債権額 を差引 して④ 修正資本金 を筆
者=西 川が算 出 した。三 井家では資産 の部 を(江戸時代の慣行通り)「貸 し方」 と呼んだので,⑤
の 「貸 し方」合計額が,家 屋敷評価額 を除外 した資産の総額 となる。⑥ の不動 産追加総 資産額
は,「貸 し方」合計額 に不動産評価額を加算 して筆者が計算 した。⑦傘下店へ の投融資額 は,「大
元 方」か ら営業店への定額出資部分や資金需要 に応 じた融資,そ れに 「大元方」 に年賦納入 され
るべ き営業店の留保利益振替額等を 『大元方勘定 目録』か ら筆者が拾集めて集計 した。⑧ の不良
りそ くつ み
債権額は1利 足積」(利息の入金銀額を,貸倒に備える為に収益として認識せずに,引当金乃至積立金に直
入れしたもの)の対象債権 を集計すべ きであったが,計 算手続が余 りに煩環 となる為 に(其理由は
西川(2002b)を参照されたし),大名 ・寺社 ・町人等の外部者 に対す る債権 と 「同苗借財」(三井家
当主達の 「大元方」からの借入)の総 てを不 良債権 と看倣 して,集 計 した。従 って,本 稿 の図 ・表
の不良債権額は若干の過大表示 となるが,此 等債権の殆 どは,最 終的 には,不 良債権整理の際に
切捨て られている。⑨修正資産額 は,⑥ の不動産追加総資産額か ら⑧の不 良債権(看倣)額 を差
引 して算 出 した。
表では貨幣額や比率の推移が分 り難いので,《表1》の各項 目と其等の比率 をグラフに して,
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元方」 の各期末の不動産等除外資本金額,不 動産評価額,不 動産込み資本金額,及 び不動産等込
み資本金額か ら不 良資産額 を差 し引いた修正 自己資本金額の夫夫 を折れ線 グラフに して示 した も
のが,《図1》である。
1721年(享保6)下期,1724年(享保9)下期,及 び1727年(享保12)下期 に① 「有 銀」,③
「惣有物高」,及び④修正資本金が大 き く増加 しているのは,「三年勘定」 に因て,傘 下営業店の
留保利益6期 分の大半が 「大元方」に振替 られた為 である。②不動産評価額が1721年下期 に大
幅に増額 されて いるのは,1719年(享保4)上期 に一旦一律 に切下げ られた,江 戸 と大坂 にあ る
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不 動 産 評価 額 に対 して 「再 度 … 律 の修 正 」(今井(1974)199,200頁)が行 われ た事 と,京 ・伊勢 の
不 動 産評 価 額 が大 幅 に増 価 され た事 に 因 る(r大元方勘定 目録』続2872,続2873)。
1719年(享保4)上 期 宋 よ り1728年(享保13)下期 末迄 に お け る 「大 元 方」 資 産 額 ,店 々へ の
投 融 資額,及 び不 良債権 額 の 夫夫 の推 移 を折 れ線 グ ラフ に して 《図2》 と して掲 げ る。
ね ん ぷ
⑦傘下店へ の投融資額 は}留 保利益の振替額が 「三年勘定」の際 に一挙 に増大 し,其 後 「年賦
納」で次の 「三年勘定」迄 に漸減するが,有 利子融資の変動が大 きいので 倶 体的な数値は省略す
る),投融資総額の変動 には一定の傾 向が見 られない。従 って,⑤ 不動産除外資産額 も⑥不動産
追加総 資産額 も,①,③,及 び④ の資本金の様 な紛麗 な変化 にはなっていない。⑧ の不良債権
(看倣)額 は,図 表に具体 的な数値 を示 さなかったが,1719年上期末の銀530貫余か ら1728年下
期 末の銀1350貫と漸 増傾 向にあ る。但,貸 倒 に備 えた 「利足積」が同時期 に銀4貫 弱か ら銀
493貫余に増加 している。
《図3》 と して,1719年(享保4)上期末 よ り1728年(享保13)下期末迄 における 「大元方」の
各期末の資産額 に対す る各種資本金額 の比率,資 産額 に対する不良債権比率 を折れ線 グラフにし
て示す。
本稿で は既述の如 く各種の資産額及び資本金額を用いているが,資 産に対す る資本金の比率は
何れ も,1727年(享保12)上期迄80パーセ ン ト台で推移 してい る。1721年(享保6)下期か ら,
其以前 に比べ て資本金比率が若干落ちてい るのは,「三年勘定」で振替 られた 「両替店一巻」 の
留保利益 が 「有銀」 に含め られず に別置 された(西川(2002b)170,171頁)為である。1727年下
期 に資本金比率が90パーセ ン トを超 えたのは,別 置 されていた 「両替店一・巻」か らの留保利益
もとじめ もとで ぎん
振 替額が 「有銀」 に含め られる様 にな った為であ る。「利足積」や 「元 〆元手銀預 り」(役員退職
のけぎん
金引当金),「旦那衆病用退銀」(「旦那衆」とは三井9家の当主達,「退銀」とは引当金 ・積立金を意味す
る)等の引当金 ・積立金の設定額が,1718年(享保3)上期以来,増 加 し続 けるが(西川(2002b)
175頁),「有銀」 も増加 し続 けてい るので,此 等 の設定額は資本金比率 に大 きな影響 は与 えてい
ない。不良債権(看倣)額 の比率は,《表1》 に示 した様に,修 正計算 した(不動産評価額 と不良債
権看倣額とを加減)資 産総額 に対す る値 でみる と,1719年か ら1728年には最低3.9パー セ ン トと
最高8.0パー セ ン トとの問で推移 している。此時期 には利貸債権が絶対額に於て も対資産額比率
に於て も,後 の時期 に比べ て非常 に少なか ったのである。
《図4》に,「大元方」か ら傘下の店々への投資額の資本金額や資産額 に比率について,1719年
(享保4)上期末 より1728年(享保13)下期末迄の推移 を,折 れ線 グラフにして示す。
「大元方」 か ら傘 下営業店への投 融資額 の,「有銀」(不動産除外資本金)額 ・ 「貸 し方」(不動産
除外資産)合計額 ・修正計算後総資産額 の3者 に対す る比率が何れ も,1721年下期 に上昇 してい
るのは,「三年勘定」 に因て営業店 の留保利益 の9割 が 「大元方」に振替 られる様 になった為 で
ある(1割は奉公人への賞与引当金)。其後,何 れ も漸減傾向 を示 している主たる理由は,非 常用 に
あなくら
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+⑩ 収益の部e「入方」合計+⑪ 費用の都=「払方j合計+⑫ 延銀=当期純利益(払過;緯損失)=⑩一⑪ →← ⑬経常的な収益合計**
(出所)『大元方勘定 目録』(三井文庫所蔵資料,資 料・番号=続2869～続2885)を要約
銀 に換 算 統 一 して,1719年上 期 末 の1029貫695匁余(r大 元方勘定 目録』続2869)から1728年下
期 末 に4883貫600匁余(同,続2885)と,一・貫 して増加 し続 け た。
21719年上期～1728年下期の収益 ・費用 ・純損益の推移
《図5》 に,1719年(享保4)上期末 よ り1728年(享保13)下期迄 における 「大元方」の各期の
収益額,費 用額,及 び純損益の推移 を折れ線 グラフに して示す。
此図か ら 「三年勘定」 に由て6期 毎に収益及び純利益が跳上 っているのが明瞭に読取れ る。収
いりかた たてねちカいとく
益 の部=「 入方」の合 計額 か ら 「功納外 延 銀入」(店々の留保利益振替額),「建直違徳」(為替差
うきありものいれ
益),「家代」(不動産処分額),及び 「浮有物入」(償却債権取立益)を 差引 て,経 常 的な収益 を計算
はらいかた
すると,毎 期 の収益 はほぼ安定 している。「三年勘定」の際 に費用 の部=「 払方」の合計額が多
くなっているのは,不 良債権 の償却が主因である。此時期 には,可 成 り保守的な会計処理が行わ
れ,怪 しい債権は積極 的に簿外に落 としている。従 って,償 却済みの債権 の取立益が収益の部 に
計上 される事 は件数 ・金銀額 とも多かった。
収益 ・費用 ・純損益 の状況をよ り詳 しく見 る為 に,『大元方勘定 目録』の損益計算書部分 を適
当に要約 して表 に した。先づ,1719年(享保4)上期 よ り1728年(享保13)下期迄 の収益 の要 旨
を,《表2》 として掲 げる。
《表3》 に,1719年(享保4)上期 よ り1728年(享保13)下期迄の 『大元方勘定 目録』の損益 計
算書部分の内,費 用の部 を適 当に要約 して掲げる。




















































































































































































































































「払方」(費用の部〉 1719上 1719下 1720上 1720下1721上 1721下 1722上 1722下 1723上
噸
銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
旦那衆御隠居料 玉1,600 13,100
旦那衆御賄方 84,754 83,99696,086 89,311 103,222 89,731168,240172,718
旦那衆御賄方建の外御遣過 7,148 20,836 43,128 47,983
仲ヶ間出し切 64,193 86,634 54,819 46,159 775,430 21,639 92,906 26,146
御屋敷方附届入目 7,399 10,916 9,293 12,124 11,264 14,848 13,918 11,082
仲ヶ間普請料 5,240 2,100 3,530 204,662 30,555 17,909 1,512
旦那衆江戸上下路金 2,004 6,560 900 6,338 4,894 688 3,850 75
旦那衆於江戸御小遣雑用 12,248 $,705 8,994 10,638 1fi,677 6,909 s,os7 7,710
店々役料 3,109 3,282 3,788 3,215 s,5ss 10,344 9,069 9,238
元〆名代役料 24,038 14,538 17,038zs,ass 21,038 21,038 21,038 28,540
元〆隠勤料
御合力 420 845 721 1,052 700 1,745 1,038 1,920
諸方下屋敷入目 1,699 1,851 1,307 1,516 2,161 1,566 3,122 1,655
御為替方利足差引〆損 1,191
大元方会所小払 63 61 21 36 42 87 114
小判直違損
合 銀 199,863222,629202,255217,776 1,189,80124$,279351,845273,811
入払差引〆(当期純損益) 53,875 50,279 29,so2 44,013 3,152,86478,552 20,877 96,998
1723下1724上1724下1725上1725下1726上1726下1727上1727下1728上1728下























































































31729年 上 期 ～1740年下 期 の 資 産 ・資 本 の推 移
1729年(享保14)上期末 よ り1740年(元文5)下期 末迄の 『大元方勘定 目録』の貸借対照表部
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《図8》大元方の資本金比率 ・不良債権比率の推移1729年上期末～1740年下期末
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+対 修正貴産額・店投資比率;⑦/⑨ →← 対不動産込み資本金・店投資比率;⑦/③
(出所)『大元方勘定目録』(三井文庫所蔵資料,資 科番号=続2886～続2909)を要約
財務数値からみた享保一元文期の三井家大元方13
分 を適当に要約 したものを,《表4》 として掲げる。
《図6》に,1729年(享保14)上期末 より1740年(元文5)下期末迄 にお ける 「大元方」の各期
末の不動産等除外資本金額,不 動産評価額,不 動産込み資本金額,及 び不動産等込み資本金額か
ら不良資産額 を差 し引いた修正 自己資本金額の夫夫 を折 れ線 グラフにして示す。
1729年(享保14)上期末 より1740年(元文5)下期末迄におけ る 「大元方」の資産額,店 々へ
の投融資額,及 び不良債権額の夫夫の推移 を折れ線 グラフにして 《図7》 として掲げる。
《図8》 として,1729年(享保14)上期末 より1740年(元文5)下期末迄 における 「大元方」の
各期末の資産額 に対する各種資本金額の比率,資 産額 に対する不良債権比率 を折れ線グラフに し
て示す。
《図9》 に,「大元方」から傘下の店々への投資額の資本金額や資産額 に比率について,1729年
(享保14)上期末よ り1740年(元文5)下期末迄の推移 を,折 れ線 グラフにして示す。
「大元方」 の資本金額 は,前 の時期 同様,「三年勘定」の際 に階段状 に増 大 してい る。1730年
代半ばか ら店投融資の絶対額 も対資産比率 も増大 しているの は,「両替店」 の留保利益振替額の
増加や資金需要 に応 じた利付 き融資等 の 「両替店」投融資額増に因る面が大 であるが,「本店」
ふさが





1729年(享保14)上期 よ り1740年(元文5)下期迄の 『大元方勘定 目録』の損益計算書部分 の
内,収 益 の部を適当に要約 した ものを,《表5》 として掲 げる。
《表6》 に,1729年(享保14)上期 より1740年(元文5)下期迄の 『大元方勘定 目録』の損益計
算書部分の内,費 用の部を適当に要約 して掲 げる。
《図10》に,1729年(享保14)上期 よ り1740年(元文5)下期迄 にお ける 「大元方」 の各期 の
収益額,費 用額,及 び純損益の推移を折れ線 グラフに して示す。
6期毎の 「三年勘定」の際に収益及 び純利益が跳上が っている事 は,前 の時期 と同様である。
但,1736年下期の収益合計の銀8807貫17匁余の内,銀4487貫853匁余が,幕 府 に拠 る元文金
銀への改鋳 に伴 う両替差益 ・為替差益であった事 は,注 目に値 しよう。1734年上期迄 は 「三年
勘定」の無い年でも少額なが ら 「延銀」を計上す る,即 ち,経 常的な収支差額が黒字であるのが
常態であったが,同 年下期か らは 「不足」即ち赤字が常態へ と変 わってい る。






































































































































ユ732上期 ユ732下期1733上 期1733下 期1734上 期1734下 期1735上 期1735下 期1736上 期








































































































































































349,281 365,024 352,2403,250,525 363,525 361,002 332,305 321,173 320,506
345,981 3G5,(?24 352,240 380,322 363,525 361,002 332,305 321,066
財務数値からみた享保一元文期の三井家大元方15
1736下期1737上 期1737下 期1738上 期1738下 期1739上 期1739下 期1740上 期1740下 期



















































































































































持金 …55匁 建 ・ ・直違の損
銀
入払差引〆(当期純損益)

































































16 商 経 論 叢 第38巻 第4号(2003.4)

































































































































































































































































































































;1魂編 誕 轟ll三　1漏 論 遜 二1掘》総 瀬 嘉::r¢¢ ∴zaspsssa
∴∴　∴∵◎ ∵轟 ∵;編 馨;鵡 雲 ご∬:奪ジ
蠕 ア ∴謬∴ 聴;㌦5∵ 銅∴一 巡 ㌦鰭 ∴∴ 蔓＼_S:.慮・露3ζ
讐rll勢野驚 饗 響,勢塞 野 「 ひ帯^鍵 ㌻∵-1蒜認 「
、。ofFo6e:1ご.,a..,...,,..2ant-aご懇1藁:1τ 磁 憾 甥 誉漏1繍 ∴ 鷺r愉 裳 τ1「
ll◎∴1∴ 愚 鋭☆Fl◎∴1∴;滋 ∴:鉱lll;:撫豪蕊1ごご凝:1;》1二1ハ㌶1∫よ
∴ ∫町 藝∴ 際"ぐ巽}謡∫鷲lr☆＼ ◎::iu _∵ 罫乱」 《愛ン;二忍、
+a;;1;;垂＼騰 勢・義;
1㌶得1:こ冨 灘1∴1べ1◎ 雛 織}1:揃黛;:∴1撚貰…∵:1;
・,1:理∵</a¥!∴ ∵:澱醸㌃菰lllζ}㍊撚 難 剛 ◎ 、ご:叢薫滋.
・脳 匙+'筑 糖 ガ_;1:t,z._._..._.ご,,轟 愚 灘f認 ∴ 灘 妻;濫'叢;}:}1;濫1_瓢 甘;;こ'撚〆… 謄 思 遷 二
鰯 轡幣璽 鱒1祭1晒埆勲照 糖璽噸鱒響1晒轡
;同;同t岡;同;岡;同;同;同t同;同t同;同
垂謹 下i謹 下垂謹 謹 下茎下垂謹 下茎下窒下
年 ・期
+⑩ 取益の部e「入方」合計D⑪ 費用の部=「払方」合計+⑫ 延銀=当期純利益(払過=純損失)e⑩一⑪ →← ⑬経常的な収益合計**
(出所)『大元方勘定目録』(三井文庫所蔵資料,資 料番号=続2886～続2909)を要約
おわりに
三井家 大元 方 は,本 稿 で対 象 とした1719年(享保4)上期 か ら1740年(元文5)下期 迄 の 間
は,不 動産除外資本金の 「有銀」や不動産追加 資本金 の 「惣有物 高」 を順調 に増加 させ ていっ
た。不良債権の不動産除外資産額 に対する比率が1719年上期末の6.7パー セ ン トか ら1740年下
期末の12.0パー セ ン トと漸増傾向にあったが,貸 倒に備 えた リザーブ 篇 「利足積」 の引当 も多
く,重大な問題にはなっていない と考えられ る。又,非 常用 に退蔵 した穴蔵金銀 も蓄積 を増大 さ
せ続けた。寧 ろ,余 剰資金の有効 な再投資先 を見出せ無か った事が,後 の不良債権 の増大や穴蔵
金銀の架空資産化(賀 川(1985)16頁参照)を もた らす一因 と成 ったのでは無か ろうか。但,1730
年代半ば(享保末期)か ら,「大元方」の経常的 な収支差額 は赤字が常態 とな り,不 良債権 の積極
的な償却が影を潜めだ し,「本店」の不 良債権増大 に対応 した後 向の融資が増大 し始めている。
詰 り,1774年の企業分割 の要因 となった不 良債権の 「大元方」財政圧迫 や 「本 店」の経営不振
は,同 苗不和 の原 因(北家第3代 ・三井高房の八郎右衛門襲名,高房による 「連家」2軒の追加)と 共
に,享 保末 一元文期か ら芽生え始めていたと言えよう。
*本論文 は,第38回 経営史学会大会(2002年9月21日國學院大学)於 る飯野幸江(小 樽短期大学
助教授)と の共同報告の前 半部分(後半部分は1741年上期から1773年下期迄の三井家大元方の経営分
析)に加筆 ・修正 した ものである。又,平 成13年度 一15年度文部科学省科学研究 費補助金基盤
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研究(C)(1)に拠 る共同研 究(研究分担者e飯野幸江)「江戸時代 における三井家大元方の経営分
析お よび財務内容 と会計政策 との関連性探 求」の研究成果の一部で もある。
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